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冒頭、中山会長の挨拶では、相次ぐ自然災
害に対し、“忘れない、風化させない、その教訓を
いかす”ため、継続支援と備えを呼びかけた。そ
の後、社会・政治情勢や県内の雇用情勢、働き
方に関する国会審議に触れ、「働くことを軸とす
る安心社会の実現に向けて、社会の不条理に
は毅然と立ち向かっていく。そのためにも、この1
年間は、連合結成30周年の節目も意識しながら、
多くの働く仲間の参画のもと、次の飛躍へ確か
な一歩を踏みだす運動をしていきたい。働く者・
生活者の暮らしの底上げに向け、共に行動し、
社会全体へのうねりをつくりあげよう」と力強く
呼びかけた。
続いて、日比野副事務局長から、１年間の各
課題に対する活動、2018春季生活闘争のまと
めを報告し、次年度に向けた課題を確認した。
また、根橋事務局長から、連合長野の運動・
組織・財政の今日的な課題検証、今後の地域
協議会活動の方向性を提案した組織財政検
討委員会の中間まとめを報告、岩﨑副事務局
長から、第４次男女平等参画推進計画の進捗
状況と連合長野運動に対する課題を報告する

とともに、女性参画の重要
性を呼びかけた。
第１号議案は、根橋事
務局長より、2018－19年
度運動の残り1年間の重
点項目として、「組織強化」
「組織拡大」「発信力」
「政策実現力・政策立案力」について、連合・構
成組織・地域協議会が一体となって取り組む運
動方針補強（案）を提案。複数の代議員より、
課題や運動に対する要望や意見が発言され、
活発な議論が行われた。
提案された運動方針補強（案）、予算（案）は、

それぞれ満場一致にて確認。最後に、「ディーセ
ントワーク世界行動デー」の取り組み、大会宣言
を満場一致で採択、中山会長による団結ガンバ
ローを会場全体で力強く三唱し、2019年度運動
をスタートした。
なお、今大会では、木曽おんたけ観光局須藤
部長より、慰霊碑建立や復興状況の報告ととも
に、連合長野の御嶽山水購入を通じた復興支
援に対する感謝の気持ちが述べられ、より一層

連合長野は10月26日（金）、長野市ホテル犀北館
において、「次の飛躍へ　確かな一歩を」をスローガ
ンに、2018－19年度の後半1年間に向けた運動の
補強方針を決定する第30回年次大会を開催した。
役員、代議員、特別代議員、傍聴者など約220名（う
ち女性参画率15.0％）の出席のもと、曲渕　紀子議
長（電機連合）、高橋　洋議長（私鉄県連）の議事
進行により、活動経過報告の確認とともに、「2018

－2019年度運動方針補強」「2019年度予算」「役員体制」などを決定した。

中山会長あいさつ

連合長野第３０回年次大会開催
〜次の飛躍へ　確かな一歩を〜



の支援が要請された。また、構成組織・地域協議会か
ら寄せられた「連合長野ふれ愛資金」からの助成団体
３団体に対して贈呈式を行い今後の活動を激励した。

大会休憩中には助成団体である日本聴導犬協会によ
り周知啓発活動として聴導犬デモンストレーションを
行った。

会　　長 中 山 千 弘 ＵAゼンセン
副 会 長 村 山 智 彦 自治労

相 澤 健 弘 電機連合
林　 光 彦 ＪＡＭ甲信
斉 藤 直 子 ＵAゼンセン
高 橋 和 裕 ＪＰ労組
和 田 喜 雅 電力総連
小 林 和 雄 農団労
村 田 由 紀 子 自治労

事務局長 根 橋 美 津 人 電機連合
副事務局長 日 比 野　 誠 ＪＰ労組

岩 﨑 恵 子 全労金
執行委員 西 澤 忠 司 自治労

山 口 正 巳 電機連合
曲 渕 紀 子 電機連合
櫻 井 由 紀 夫 ＪＡＭ甲信
中 島 法 恵 ＪＡＭ甲信
桜 山 照 彦 ＵAゼンセン
小 山 美 由 紀 ＵAゼンセン
財 津 吉 崇 自動車総連
花 見 亮 一 ＪＰ労組
丸 山 啓 介 電力総連
宮 川　 至 農団労
徳 武　 淳 情報労連
金 井 俊 彦 運輸県連

執行委員 古 畑 隼 人 ＪＲ総連
関　 美 起 フード連合
有 賀 栄 治 基幹労連
若 林　 茂 私鉄県連
冨 岡 克 彦 全電線
芦 沢　 守 全国一般
和 田 昌 樹 森林労連
小 山 智 男 国公総連
和 田 俊 春 印刷労連

会計監査 丹 内 春 美 ＪＲ連合
西 岡　 湖 全水道
田 中 千 香 子 労済労連 

２０19年度　役 員 一覧 （敬称略）

退任役員一覧

副会長 小 池　政 和 電機連合
師 玉 憲治郎 UAゼンセン
倉 沢　範 行 電力総連
松 澤　佳 子 自治労

執行委員 林 　　美 穂 電機連合
山 本　弘 幸 運輸県連
小 林　和 彦 ＪＲ総連
岸　　　　宏 フード連合
栗 林　正 直 印刷労連

会計監査 中 川　信 正 労済労連

（敬称略）

退任の皆さん、
大変お疲れ様でした。

ディーセントワーク世界行動デーの取り組み
聴導犬デモンストレーションの様子 

連合キャラクター   ユニオニオンも登場
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【地協活動の強化について】
地域における役員の担い手不足は、様々な要因が複
合しており、長野県労働運動全体の喫緊かつ重要な課
題であると考えている。組織財政検討委員会の中間まと
めでも報告・提案しているが、10地協のブロック化や各ブ
ロックへの専従者配置など、今後の検討課題をまとめた。
連合運動の強化・発展のためにも、運動の方向性や、地
協運営・地域活動の在り方をこれから皆さんとともに考え
ていきたいためご協力願いたい。

【春季生活闘争について】
連合は、2014年以降、底上げ春闘の旗を掲げて具体的

に展開してきた。月例賃金に拘り、上げ幅をベースに要求を
組み立ててきたが、企業規模間の格差は縮まっていない。
この間、連合長野は3万9千人の実態賃金データより算出し
た具体的な賃金水準を設定しており、2019連合方針は、
連合長野の考えと同様に、賃金の上げ幅のみならず、絶対
額を重視した要求となる。引き続き、県内全体の相場形成
のため、全構成組織・加盟単組のご協力をお願いしたい。

【人材育成について】
単組・産別・連合としてどの

ように組合員・組合役員の教
育に関わっていくか、それぞれ
の役割分担が課題だと認識し
ている。一方で、全構成組織
とのヒアリングからは、こうした
役割を連合に求めたいという
要望も聞いている。階層ごとの教育プランや課題ごとの専
門教育について、連合本部との連携も強化しながら、構
成組織の皆さんと具体的な形にしていきたい。

【36協定について】
いただいたご意見の通りである。長野県内でも36協定を
全く知らないという経営者もいる。協定締結の徹底はもとよ
り、労働組合との現場実態を踏まえた協議のみならず、労
使関係・労働組合組織が必要不可欠であることを様々な
場面で周知していく。アクション36を各構成組織でも展開し
ていただき、一つひとつ積み上げていきたいと考えている。

≪活動報告・運動方針への質疑・要望等≫

≪連合長野答弁：根橋事務局長≫

武田代議員�
� （ＪＡＭ甲信）

連合長野の活動
は地域活動の活性
化が重要であるが、

単組では非専従役員が多いため、
単組での活動に加え、地域の活動ま
で担うのが難しいのが現状である。
連合長野として財政的、人的に支援
していくためにどんな方法があるのか。
組織財政検討委員会でも検討して
いるとのことだが、もう少し具体的な
各地域への支援策を示してほしい。

小林代議員�
� （ＪＡＭ甲信）

2019春季生活
闘争は、この間、
底上げ・底支え・

格差是正に取り組んできた春闘を
さらに進めるためにも重要な春闘と
なる。すべての産別・単組の中心で
ある連合として共有できる環境づく
りが必要であり、賃金の絶対額・水
準に拘るためにも、個別賃金の取
り組みについて、連合としてはどの
ように考えているか。

小松代議員�
� （基幹労連）

人材育成について、
それぞれ単組・産別・連
合が求めている観点が

あり、各組織での教育内容も重複してい
る。連合の人材育成として教育内容はど
のようなものを考えているのか。
36協定について、企業の44.9％が協定

未締結であり、経営者側の理解不足も重
要な問題である。春季生活闘争においても、
36協定の締結の意味・重要性を連合とし
て経営者に対してしっかり発信してほしい。
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運動の基軸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


